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主な学習活動と予想される子どもの姿 留　意　点

１　校庭の水がたまりやすいところとたまりにく

いところについて想起する。

２　実際に比較しながら土を観察する。

３　観察の結果を共有する。

４　何が水のたまりやすさに起因しているのか考

えてみる。

〇 雨上がりの校庭の写真やこれまでの経験を基に

して想起させるようにする。

〇虫眼鏡による目視や手触りから粒の大きさに着

目できるようにする。

〇結果を比較できるようにする。

〇土の何が要因となって水がたまりやすいところ

とたまりにくいところができているのか考えさ

せるようにする。

１　単元名　　雨水の行方と地面の様子

２　単元について

　４年生には雨上がりの休み時間に校庭が使えるかどうかに敏感な子どもが多くいる。雨上がりの校庭

で水がたまりにくいところと水がたまりやすいところについては，特に外遊びを好む子どもは経験的に

把握していると思われる。しかし，その理由については深く考えたことがないだろう。経験的に実感し

ている現象を科学的に考えるようにすることで子どもたちの興味を引くと思われる。

　本単元では，まず雨上がりの写真や子どもたちの経験からなどから，校庭で雨水がたまりやすいとこ

ろとたまりにくいところに目を向けさせる。それらの場所の違いについて整理することで，高低差や水

のしみこみやすさに気が付かせたい。校庭の高低差は水準器やビー玉の転がり方で実際に測定すること

で調べることができる。水のしみこみやすさについては校庭の様々な場所の土砂を使って比較したい。

この活動の中での子どもたちの発見から，校庭の雨水の行方と地面の様子について地図を作成し，視覚

化してとらえられるようにする。

３　学習指導計画（３時間目／全５時間）

　〇空気中に出ていく水については１月に学習した。

　　第１次　雨水の流れ　…２時間

　　第２次　土の粒の大きさとしみこみ方　…２時間（本時１／２時間）

　　第３次　校庭の水たまりマップ　…１時間

４　本時について

（１）本時のねらい

　校庭の水がたまりやすいところとたまりにくいところについて，土の粒の大きさが違うことに気が

付き，水のしみこみやすさと関連付けた予想ができる。

（２）予想される本時の展開
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